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援、特別支援教育などが充実できる」として

いますが、これらは市民全体の受益にかかわ

るもので、これを特定の市民に負担させるこ

とは許されるもではありません。 

 

議案は総務常任委員会に付託され、１８日

の本会議で採決されます。 

 

  

今年４月から課税される都市計画税はコロ

ナ禍における市民の深刻な影響を鑑み「課税は

当分の間延期」が今議会に提案されています。 

 

工藤市議は、課税の延期については市民の暮

しを守る立場から評価しつつ、しかし「そもそ

も特定の市街化区域の市民に新税を課す不公

平な税制であり、また、所得に関係なく、低所

得者や年金のみの生活者からも一律的な方式

で、税を徴収するものである。そもそも市街化

区域に住んでいる市民はすでに、調整区域より

も高い固定資産税を支払っているものであり

税の二重取りである」として、税そのものの廃

止を求めました。 

 

都市計画税は目的税とされていますが、「導

入により医療費無料化や子育て支援、高齢者支

 

１１
月
市
議
会
定
例
会
は
３
日
再
開
さ
れ
議
案
質
疑
と
一
案
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
工
藤
義
明
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
都
市
計
画
税
の
廃
止

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
野
並
享
子
議
員
、
東
郷
正
明
議
員
は
４
日
以

降
の
質
問
と
な
り
ま
す
。
後
日
、
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 工藤義明議員は３日の一般質問で、栢木市長が今議会で提案した、「都市計画税課税は当

分の間見送り」を評価しつつ、しかし、そもそも特定の市民だけに課税する不公平税制で

あり、都市計画税は廃止することを求めました。以下、質問の概要をお知らせします。 

一
般
質
問
で
市
長
選
の
大
き
な
争

点
と
な
っ
た
、
栢
木
市
長
の
「
新
病
院

現
地
立
替
え
・
費
用
は
半
額
」
の
根
拠

を
問
う
質
問
が
集
中
し
ま
し
た
。 

 

質
問
で
、「
建
て
替
え
は
半
額
（
６０

億
円
）
で
可
能
」
の
根
拠
を
問
わ
れ
栢

木
市
長
は
、
「
市
長
選
で
『
駅
前
建
設

ノ
ー
』
の
公
約
が
支
持
さ
れ
た
と
強
調

す
る
も
、「
半
額
で
可
能
」
の
明
確
な

根
拠
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。 

   
 

栢
木
市
長
が
主
張
し
た
「
現
地
建
て

替
え
は
可
能
」
の
根
拠
を
問
わ
れ
、「
専

門
家
の
調
査
に
よ
り
、
建
て
替
え
が
可

能
で
あ
る
こ
と
わ
か
り
公
約
に
し
た
」

と
答
弁
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
「
限

ら
れ
た
調
査
で
は
限
界
が
あ
っ
た
。
私

案
と
し
て
の
公
約
だ
っ
た
」
「
市
に
設

置
す
る
検
証
委
員
会
で
検
討
す
る
」
と

の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。 

つ
ま
り
、
建
て
替
え
可
能
の
根
拠
と

実
現
性
の
な
い
ま
ま
、
市
長
選
で
公
約

し
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

  

こ
の
よ
う
な
方
向
で
新
病
院
の
再

議
論
は
新
た
な
混
迷
を
持
ち
込
む
だ

け
で
す
。
市
長
は
、
市
民
の
早
期
建
設

の
願
い
に
立
ち
戻
る
べ
き
で
す
。 

 

 
 


